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TEC-# 028    油圧ﾗﾑ補修時の表面処理 
 

使用製品 
ﾓﾘﾒﾀﾙ 
 

導入 
ﾓﾘﾒﾀﾙは、非常に低い摩擦係数と自己潤滑性の特質があるﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙです。ｽﾗｲﾄﾞする表面とｽﾃｨｯｸｽﾘｯﾌﾟの様な賢固な乾燥摩擦に対す

る緊急継続特性に優れています。完全に硬化した後のﾓﾘﾒﾀﾙはµ-単位まで処置する事が可能です。適用可能な物は、例えば、油圧ﾋﾟ

ｽﾄﾝ，ﾋﾟﾗｰｶﾞｲﾄﾞ，ｽﾗｲﾄﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ，ｽﾗｲﾄﾞｳｪｲ，ﾀﾍﾟｯﾄｶﾞｲﾄﾞ等です。 
 

解説 
特にﾓﾘﾒﾀﾙが油圧ﾗﾑの修理の為に使われる時、補修製品の表面がｺｰﾃｨﾝｸﾞ前に完全に準備される事が重要です。 

従って、金属表面を脱脂等によって洗浄した後 
ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ・ｶｯﾃｨﾝｸﾞ・ｸﾞﾗｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ等の機械的表面処理をして準備します。 
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金属製品の清潔で取り扱い易い表面を作成しようとする間、機械加工しても表面処理が原因で、補修しようとする物の表面にどの

ような物でもくぼみや亀裂が浮上する事は大変重大な事となってきます。つまり、全体をﾓﾘﾒﾀﾙを塗布して覆う前に、どんな隙間で

も約1mmは、直角に削られていなければなりません。 
この様な方法がﾓﾘﾒﾀﾙの表面への接合としては安全です。また、例えば、MM-ﾃﾞｨｸﾞﾘｰｻﾞｰZ，MM-ﾃﾞｨｸﾞﾘｰｻﾞｰC，ｱｾﾄﾝ，または、ｴﾁﾙ

ｱｾﾃｰﾄを使用した適切な脱脂をする事も重要です。ﾍﾞﾝｼﾞﾝ、ｱﾙｺｰﾙ、ﾆｽと塗料用ｼﾝﾅｰまたは他の未知の物質は、適当ではありません。

補修する物に付着した油分は、ﾌﾞﾝｾﾝﾊﾞｰﾅｰまたはｶﾞｽ炎を用いて付着したｴﾘｱを加熱する事によって取り除く事ができます。これに

よって、ﾓﾘﾒﾀﾙの接着力は、表面に残った油分の影響を受けません。 
  

MM-ﾘﾘｰｽｴｰｼﾞｪﾝﾄﾘﾘｰｽｴｰｼﾞｪﾝﾄﾘﾘｰｽｴｰｼﾞｪﾝﾄﾘﾘｰｽｴｰｼﾞｪﾝﾄ 
ﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙが接着して欲しくない場所には、MM-ﾘﾘｰｽｴｰｼﾞｪﾝﾄを表面に薄く塗り、素早く乾かした後ﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙを適用します、ﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀ

ﾙと混ざらない様にします。 
 

“モリメタル”適用のヒント 
ﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙの適用の間、我々は補修しようとする製品に塗り始める前にきれいな金属ﾌﾟﾚｰﾄ又は同様の適切な板の上に混合したﾎﾟﾘﾏｰ

ﾒﾀﾙを薄い層に広げる事をお勧めます。それにより、補修に使用しているﾎﾟﾘﾏｰﾒﾀﾙが混合後まだ柔らかい内は、小さな空気の混入が

生じるﾘｽｸを避ける事ができます。 
初めに、損傷を受けている部分が完全に硬化した後、機械加工後、非常に滑らかで規則的表面を達成する為、ﾓﾘﾒﾀﾙは、通常必要と

なる名目上の層の厚みより最低約0.5mm以上厚く塗らなければなりません。あらゆる場合において、まずは若干ﾓﾘﾒﾀﾙが名目上の直

径以上に塗られている事が重要になってきます。直径に満たらない場合は、表面処理を再びしなければなりません。ﾓﾘﾒﾀﾙは簡単に

加工する事ができるので目的とする径以上の塗布をお勧めします。加工は、最初は目の粗い物、その後目の細かい耐水ﾍﾟｰﾊﾟｰで行

います。 

ﾓﾘﾒﾀﾙで修復され

たﾗﾑの例： 
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